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SIOS Protection Suite for Linux リリースノート

バージョン 9.3.2
重要 !!

本製品をインストールまたは使用する前に、必ずこのドキュメントをお読みください。

このドキュメントには、インストール時とその前後に留意すべき重要な項目に関する情報が記載されています。

はじめに

このリリースノートの対象読者は、SIOS Protection Suite (SPS) for Linux製品のインストール、設定、管理を

行うユーザです。このドキュメントには、LifeKeeperおよびDataKeeperの正式マニュアルには詳細に記述されて

いない重要な情報、たとえば、製品の最終テスト時に明らかになったパッケージのバージョン、指示や手順に関

する最終段階での変更点、トラブルシューティングセクションへのリンク、製品の制限、トラブル解決のヒントなど

が記載されています。SPSソフトウェアをインストールして設定する前に、必ずこのドキュメントの内容を確認して

ください。

SPSの製品説明

LifeKeeper for Linux
LifeKeeper製品には、Linux上で動作するファイルシステム、ネットワークアドレス、アプリケーション、プロセスの

高可用性を実現する障害検出リカバリソフトウェアが含まれます。LifeKeeperは複数のサーバにまたがった特定

のアプリケーションの構成と切り替えをサポートしています。アプリケーションが構成されたサーバには優先順位が

割り当てられ、障害が複数発生した場合、この優先順位によってサーバからサーバへアプリケーションを移動す

る順序が決定されます。

LifeKeeper for Linuxは各種システムリソースをスイッチオーバ機能によって保護します。次の種類のリソースの自

動リカバリが可能です。

l プロセスとアプリケーション

l 共有ストレージデバイス

l Network Attached Storageデバイス

l LVMボリュームグループと論理ボリューム

l ファイルシステム (ext3、ext4、vxfs、xfs、nfs)注記 : btrfsは、現在 SIOS Protection Suite for Linuxでサ

ポートされていません。 bindマウントもサポートされません。詳細は、トラブルシューティング>既知の問題

と制限をご確認ください。

l 通信リソース( TCP/IP)

l データベースアプリケーション (Oracle、MySQL、PostgreSQL、EnterpriseDB Postgres Plus Advanced
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DataKeeper for Linux

Server/EDB Postgres Advanced Server、EnterpriseDB Postgres Plus Standard Server、Sybase)

l Webサーバリソース (Apache、Apache SSL)

l Sambaリソース (ファイル)

l DataKeeper for Linux

l SAPアプリケーション環境リソース

l Software RAID (md)リソース

l WebSphereMQリソース

l Postfix リソース

LifeKeeper for Linuxは、下記のリソースタイプに対するディザスタリカバリプロテクションを提供します。

l 共有ディスクを使用した Linux Multi-Site Cluster構成

DataKeeper for Linux
SIOS DataKeeper製品：

l ボリュームベースの同期および非同期のデータレプリケーションを提供します。

l 管理および監視のために LifeKeeper Graphical User Interfaceに統合します。

l システムリカバリ時にソースサーバとターゲットサーバの間でデータを自動的に再同期化します。

l 基礎システムコンポーネントの状態を監視し、障害時にローカルリカバリを実行します。

l 手動によるリソースの切り替えおよびミラーボリュームのフェイルオーバが可能です。

l 新機能に対応できるよう、ライセンスキーを使用して簡単にアップグレードでき、高可用のクラスタリングと

自動フェイルオーバおよびリカバリを提供できます。

SPS コンポーネント

SPS コア

SPS for Linuxがバンドルされ、64bitシステム( AMD64、EM64Tシステム)でのみ稼動しています。

SPS Core Package Clusterには次のインストール可能なパッケージが含まれます。

パッケージ パッケージ名 説明

LifeKeeper Core steeleye-lk-9.3.2-
6863.x86_64.rpm

LifeKeeperパッケージは、メモリ、CPU 、OS 、SCSIディスクサブシス

テム、ファイルシステムなどの中核システムコンポーネントに関連した

障害リカバリソフトウェアです。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

DataKeeper
Core

steeleye-lkDR-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

DataKeeperパッケージはデータレプリケーション(インテントログを使

用する同期または非同期のミラー)を提供します。

LifeKeeper GUI steeleye-lkGUI-
9.3.2-6863.x86_
64.rpm

LifeKeeper GUIパッケージは、LifeKeeperおよびDatakeeperの管

理および健全性監視用のグラフィカルユーザインターフェースです。

SPS IP
Recovery Kit

steeleye-lkIP-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS IP Recovery Kitには、 IPアドレスの自動切り替え用のリカバリ

ソフトウェアが備わっています。

SPS Raw I/O
Recovery Kit

steeleye-lkRAW-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS Raw I/O Recovery Kitは、raw I/Oを使用してカーネルのバッ

ファリングを迂回するアプリケーションをサポートします。

LifeKeeper Man
Page

steeleye-lkMAN-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

LifeKeeperマニュアルページパッケージには、SPS製品のリファレンス

マニュアルのページが含まれています。

注記 : LifeKeeper 7.5以降には、steeleye-lkHLP rpmパッケージは含まれていません。steeleye-lkHLPが含むオ

ンラインヘルプは LifKeeper GUIから起動することが可能です。オンラインヘルプは SIOSテクニカルドキュメンテー

ション( http://jpdocs.us.sios.com/)から参照可能です。このドキュメンテーションは LifeKeeper GUIのヘルプメ

ニューから起動することができます。

注記 : LifeKeeper 8.2以降には、CCISS Recovery Kit (steeleye-lkCCISS rpmパッケージ)は含まれていませ

ん。HPストレージデバイス (CCISS)をDataKeeperとともに使用し、v8.2以降にアップグレードする場合は、アッ

プグレードの前にDEVNAME device_patternファイルを設定する必要があります(DataKeeperトラブルシューティ

ングセクションを参照 )。

SPS のオプションリカバリソフトウェア

次のオプションソフトウェアは、記載してあるバージョンのアプリケーション用のリソース定義およびリカバリソフトウェ

アを提供します。

パッケージ パッケージ名 説明

SPS ApacheWeb
Server Recovery Kit

steeleye-lkAPA-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux ApacheWeb Server Recovery Kitを使用することに

より、SPS環境で ApacheWeb Serverソフトウェアの障害回復が

可能になります。

SPS SAP Recovery
Kit

steeleye-lkSAP-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux SAP Recovery Kitは、SPS環境で障害の発生し

たプライマリサーバからバックアップサーバにSAP NetWeaverを復旧

する仕組みを提供します。また、他のSPS Recovery Kits と連携

して包括的なフェイルオーバ保護を提供します。

SPS SAP MaxDB
Recovery Kit

steeleye-
lkSAPDB-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SAP MaxDB Recovery Kitを使用することにより、SPS for Linux
環境で SAP MaxDBデータベースの障害回復保護が可能になり

ますます。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS DB2Recovery
Kit

steeleye-lkDB2-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux DB2Recovery Kitを使用することにより、DB2デー

タベースインスタンスの障害回復保護が可能になります。SPS
は、DB2Universal Database製品ファミリと連携し、わずかなダウ

ンタイムで人手を介さずにデータベースサーバの障害を効果的に

復旧することにより、DB2の運用環境に高可用性をもたらしま

す。

SPS Oracle
Recovery Kit

steeleye-lkORA-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux Oracle Recovery Kit ソフトウェアを使用することによ

り、Oracleデータベースのデータ整合性とSPSによって実現される

可用性の向上を結び付ける仕組みが提供され、SPS環境の

Oracleソフトウェアの障害回復が可能になります。

SPS MySQL
Recovery Kit

steeleye-lkSQL-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux MySQLRecovery Kitを使用すると、SPSの障害 -
回復保護機能をMySQLリソースに簡単に追加できます。これに

より、プライマリデータベースサーバで障害が発生しても、人手の介

入なしに迅速に指定のバックアップサーバで復旧することが可能に

なります。

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

steeleye-
lkPGSQL-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux PostgreSQLRecovery Kitは、SQLに準拠した、

POSTGRESをベースとするオブジェクトリレーショナルデータベース

管理システム (ORDBMS)です。SPS内で PostgreSQLインスタン

スを保護する仕組みを提供します。

SPS Sybase ASE
Recovery Kit

steeleye-
lkSYBASE-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux Sybase ASE Recovery Kitは、Sybase ASEコン

ポーネントのAdaptive Server、Monitor Server、Backup Serverに
対し、SPSによるリソース保護を提供するものです。

SPS Postfix
Recovery Kit

steeleye-
lkPOSTFIX-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS Postfix Recovery Kitは、SPS環境で障害の発生したプラ

イマリサーバからバックアップサーバにPostfixを復旧する仕組みを

提供します。

SPS Samba
Recovery Kit

steeleye-lkSMB-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux SambaRecovery Kitは、異種ネットワーク内の

Linuxサーバ上のSambaによるファイルと印刷の共有に対して障

害回復保護機能を提供します。これにより、プライマリSamba
サーバで障害が発生しても、人手の介入なしに迅速に指定の

バックアップサーバで復旧することが可能です。

SPS NFS Server
Recovery Kit

steeleye-lkNFS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux NFS Server Recovery Kitは、SPS環境の

Network File System (NFS)ソフトウェアに対して障害回復保護

機能を提供します。これにより、プライマリNFSサーバで障害が発

生しても、人手の介入なしに迅速に指定のバックアップサーバで

復旧することが可能です。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート

Page 4



SPSのオプションリカバリソフトウェア

パッケージ パッケージ名 説明

SPS Network
Attached Storage
Recovery Kit

steeleye-lkNAS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux Network Attached Storage Recovery Kitは、SPS
環境のNetwork File System (NFS)ソフトウェアに対して障害回

復保護機能を提供します。SPSのユーザは、エクスポートされた

NFSファイルシステムをSPS階層のストレージ基盤として使用で

きます。

SPS Logical Volume
Manager (LVM)
Recovery Kit

steeleye-lkLVM-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux Logical VolumeManager (LVM) Recovery Kitは、

他のSPS Recovery Kitに対して論理ボリュームのサポートを提供

します。SPSで保護されたアプリケーションは、ストレージ管理の簡

素化、要件変更に応じた動的なボリュームのサイズ変更など、

Logical VolumeManagerが提供するメリットを活用できます。

SPS Software RAID
(md) Recovery Kit

steeleye-lkMD-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux Software RAID (md) Recovery Kitは、他のSPS
Recovery Kitに対してソフトウェアRAIDのサポートを提供します。

SPSで保護されたアプリケーションは、低コストでのデータ冗長

化、SAN経由でのデータレプリケーション、ストレージ管理の簡素

化など、ソフトウェアRAIDが提供するメリットを活用できます。

SPS PowerPath
Recovery Kit

steeleye-
lkPPATH-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS PowerPath Recovery Kitは、EMC PowerPathマルチパス

I/Oデバイスを使用するアプリケーションを保護します。

SPS DeviceMapper
Multipath (DMMP)
Recovery Kit

steeleye-
lkDMMP-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS DeviceMapper Multipath (DMMP Recovery Kit)は、DMMP
デバイスを使用するアプリケーションおよびファイルシステムを保護し

ます。SPSはそれらのアプリケーションおよびファイルシステムと連携

し、保護を提供できるようになります。

Hitachi Dynamic
Link Manager
Software (HDLM)
Recovery Kit

steeleye-
lkHDLM-9.3.2-
6863.noarch.rpm

Hitachi Dynamic Link Manager Software (HDLM) Recovery Kit
は、Hitachi Dynamic Link Manager Softwareデバイスを使用する

アプリケーションを保護します。

SPS NEC iStorage
StoragePathSavior
(NECSPS)
Recovery Kit

steeleye-lkSPS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS NEC iStorage StoragePathSavior (NECSPS) Recovery Kit
は、NEC iStorage StoragePathSavior v3.3以降のマルチパス I/O
デバイスを使用するアプリケーションを保護します。

SIOS DataKeeper steeleye-lkDR-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SIOS DataKeeper for Linuxは、SPS環境に統合データミラーリン

グ機能を提供します。共有および非共有のストレージ環境での

SPS リソースの運用が可能になります。

SPSWebSphereMQ
Recovery Kit

steeleye-lkMQS-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS for Linux WebSphereMQRecovery Kitは、WebSphereMQ
キューマネージャおよびキューマネージャストレージサイトに対して障

害回復保護機能を提供します。これにより、プライマリ

WebSphereMQサーバやキューマネージャで障害が発生しても、

人手の介入なしに迅速にプライマリサーバや指定のバックアップ

サーバで復旧することが可能です。
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

パッケージ パッケージ名 説明

Quorum/Witness
Package

steeleye-
lkQWK-9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS Quorum/Witness Packageを使用すると、クラスタを構成して

いるサーバを判断する調停役として機能するため、各ノードは障

害ノードのステータスに関して「セカンドオピニオン」を得ることができ

ます。フェイルオーバ先となることができるノードは、Witnessサーバ

が障害となったノードのステータスに関して同じ意見である場合の

み、リソース起動が許可されます。

Quick Service
Protection

steeleye-lkQSP-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

SPS Quick Service Protectionを使用すると、OSサービスの簡易

保護機能を提供します。

Recovery Kit for EC2 steeleye-lkECC-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Recovery Kit for EC2は、障害の発生したプライマリサーバから

Elastic IPをバックアップサーバに復旧する仕組みを提供します。ま

た、複数のAvailability Zoneで IP Recovery Kitを動作可能にす

る仕組みも提供します。

Route53 Recovery
Kit

steeleye-
lkROUTE53-
9.3.2-
6863.noarch.rpm

Route53 Recovery Kitは、障害の発生したプライマリサーバから

バックアップサーバに復旧する際、依存関係にあるIPリソースの仮

想 IPアドレス・実 IPアドレス情報に対応するAmazon Route 53
DNS情報を更新する仕組みを提供します。

SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

バージョン 9.3.2の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 7.6をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

CentOS 7.6をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

Oracle Linux 7.6をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

Unbreakable Enterprise Kernel Release 5 (UEK R5)はサポートされません。

( DataKeeperリソースはUEK R5上では動作しません。)

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP4をサポートしました。

SUSE Linux Enterprise Server 15をサポートしました。

ただし、DataKeeperにセクターサイズが奇数のディスクは利用できません。

SLES 12からSLES 15のようにKernelをメジャーバージョンアップすることはサポートされ

ません。( SLES 12からSLES 15にKernelをアップグレードした環境では、DataKeeper
リソースは動作しません。)

Install 現在のsetupコンフィグレーションを保存するための -sオプションを setupコマンドに追加

しました。
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

DataKeeper

マルチターゲットミラーの場合に前のソースを待機します。

マルチターゲットミラーの場合、DataKeeperはミラーが In-serviceになっている最後の

サーバー(前のソース)を追跡します。フェールオーバーが発生した場合、すべてのター

ゲットを同期させるために、前のソースのビットマップが必要になります。 DataKeeperは
ターゲットへのレプリケーションを再開する前に、前のソースがクラスタに参加するのを自

動的に待機します。これにより前のソースのビットマップがマージされ、部分再同期のみ

行えばよくなります。

PostgreSQL

PostgreSQL 11をサポートしました。

EDB Postgres Advanced Server v11をサポートしました。

FUJITSU Software Enterprise Postgres 10をサポートしました。

MQ IBMMQ v9.1をサポートしました。

Oracle Oracle 19cをサポートしました。 (2019年8月に認定 )

SELinux SELinuxのpermissiveモードは、SAP環境でのみサポートされています。詳細について

は、「テクニカルノート」 を参照してください。

Core, DataKeeper,
Install, SAP,
PostgreSQL,
Generic, EC2,
Apache, GUI,
lksupport,
Filesystem

バグの修正

バージョン 9.3.1の新機能

LifeKeeper Core

OpenSSLパッケージを 1.0.2pに更新しました。

RedHat Enterprise Linux 6.10をサポートしました。

CentOS 6.10をサポートしました。

Oracle Linux 6 Update 10をサポートしました。

MySQL MySQL 8.0をサポートしました。

Oracle Oracle 18cをサポートしました。 (2019年3月に認定 )

Install、EC2、
Route53 バグの修正

バージョン 9.3の新機能

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 7.5をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

CentOS 7.5をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

Oracle Linux Version 7.5をサポートしました。

ただし DataKeeperの非同期モードはサポートされません。

VMware vSphere 6.7をサポートしました。( 2018年10月認定 )

バグの修正

EC2, Route53
EC2、Route53 RKがHTTPプロキシに対応しました。

バグの修正

Quorum/Witness
ストレージQWKをサポートしました。詳細はこちらをご参照ください。

バグの修正

Install インストールスクリプトが刷新されました。詳細はこちらをご参照ください。

SAP, Oracle,
Samba, MQ,
Sybase,
Filesystem,
Generic
Application, QSP,
SAP MaxDB,
DataKeeper

バグの修正

バージョン 9.2.2の新機能

EC2,Route53

IAMロールに対応しました。 これに伴い LifeKeeper for Linux v9.2.1以前の環境で

EC2、Route53リソースをご利用中のユーザは「既存リソースの IAMロールへの対応」を

参照してリソースの移行を実施してください

( Openswan Recovery KitはIAMロール未対応のため、Cross Region構成の場合は、

v9.2.1をご利用ください。)

DataKeeper

保護対象ディスクを識別する方法として、GUID Partition Table( GPT)をサポートしまし

た

( Linux kernel 2.6.27以前の場合、サポートされるディスクはSCSIハードディスクとXen仮
想ディスク(xvd)です。)

PostgreSQL
PostgreSQL 10をサポートしました

EDB Postgres Advanced Server v10.0をサポートしました( 2018年4月に認定 )

SAP,NAS,EC2 バグの修正

バージョン 9.2.1の新機能

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

LifeKeeper Core

Oracle Linux Version 7.4をサポートしました

CentOS 7.4をサポートしました

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP3をサポートしました

※ SUSE Linux Enterprise Server 12 SP3を使用する場合は、カーネルを 4.4.82-6.9.1
にアップグレードしてください

Recovery Kit for EC2、Route53 Recovery Kit、Openswan Recovery Kitをセットアップ

メニューからインストールできるようになりました。なおOpenswan Recovery Kitは
CrossRegion構成でのご利用のみサポート対象となります

バグの修正

PostgreSQL EDB Postgres Advanced Server 9.6をサポートしました

MQ IBMMQ9.0をサポートしました

バージョン 9.2の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 7.4をサポートしました

SNMP トラップを複数のターゲットに送信することができるようになりました

バグの修正

IP 実 IP ( NICに設定されたプライマリ IPアドレス) を用いた IP リソースを作成できるように

なりました

PostgreSQL

PostgreSQL 9.6をサポートしました

FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.6をサポートしました

詳細はオプションのSPS リカバリソフトウェアの要件、PostgreSQLRecovery Kit管理ガ

イド >管理 をご参照ください。

MQ IBMMQ9.0をサポートしました (2017年 12月に認定 )

MD, SAP, SAP
MaxDB,
Quorum/Witness,
Route53, Install

バグの修正

バージョン 9.1.2の新機能

LifeKeeper Core

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP2をサポートしました。

CentOS7.3をサポートしました。

RedHat Enterprise Linux Version 6.9をサポートしました。

Oracle Linux Version 7.3のUEKカーネルをサポートしました。

バグの修正

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

PostgreSQL

PostgreSQL 9.6をサポートしました

FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.6をサポートしました

詳細はオプションのSPS リカバリソフトウェアの要件、PostgreSQLRecovery Kit管理ガ

イド >管理 をご参照ください。

Oracle Oracle 12c R2をサポートしました。

DB2 DB2 11.1をサポートしました。

IP, QSP, MySQL,
NFS バグの修正

バージョン 9.1.1の新機能

LifeKeeper Core

SUSE Linux Enterprise Server 12 SP1のサポート

※ SP1を適用していないSLES12の利用はサポートされません。

※ Btrfsの利用はサポートされません。

RedHat Enterprise Linux Version 7.3のサポート

Oracle Linux Version 7.3のサポート

※ UEKの利用はサポートされません。

vSphere 6.5のサポート

バグの修正

PostgreSQL

PostgreSQL 9.5のサポート

EDB Postgres Advanced Server v9.5のサポート

FUJITSU Software Symfoware Server (Openインタフェース) V12.2のサポート

FUJITSU Software Symfoware Server (Postgres) V12.3のサポート

FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.5のサポート

詳細はオプションのSPS リカバリソフトウェアの要件、PostgreSQLRecovery Kit管理ガ

イド >管理 をご参照ください。

Sybase ASE Sybase ASE 16.0のサポート

MySQL RHEL 7.x/CentOS 7.x/OEL 7.xでのMySQL 5.7のサポート

※ 上記以外の環境でのMySQL 5.7は既にサポートされています。

SAP SAP 7.5のサポート

バージョン 9.1.0の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux 6.8のサポート (2016年9月に認定 )
CentOS 6.8, Oracle Linux 6.8についてもサポートいたします (2016年9月に認定 )。
*注意 : これらのOS上でのMD RecoveryKitの利用はサポートされません。

LifeKeeper API for Monitoringのサポート

LifeKeeperのステータスやログの情報を提供するAPIを設けました。

Quick Service Protectionのサポート

OSサービスの簡易保護機能を提供します。

バグの修正

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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SIOS Protection Suite for Linux Version 9の新機能

製品 機能

バージョン 9.0.2の新機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 7.2のサポート

※MySQLRKはRHEL 7.x/CentOS 7.x/OEL 7.xをサポートしていません。

OpenSSLパッケージを1.0.1qに更新

バグの修正

MQ

WebSphereMQ –マルチバージョンのWebSphereMQのサポートが追加されました。本

サポートにより、バージョン 7.1、7.5、および8.xのキューマネージャのすべてを同クラスタ

ノードで保護できるようになりました。

mqm userだけがMQ commandを実行するために使えるというRecovery Kitの制限を除

外。この変更により、mqm groupのどのuserでもRecovery KitでMQ commandを実行

することが出来る。

バグの修正

IP, Filesystem,
DMMP,
DataKeeper, EC2,
PostgreSQL,
Power Path, SAP,
SAP DB/MaxDB,
Oracle

バグの修正

Licensing FlexNetの新しいバージョンへ更新

バージョン 9.0.1の新機能

LifeKeeper Core バグの修正

DataKeeper バグの修正

バージョン 9.0の新機能

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート

Page 11



バグの修正

製品 機能

LifeKeeper Core

Red Hat Enterprise Linux Version 6 Update 7サポート (2015年 10月に認定 )

Community ENTerprise Operating System (CentOS) Version 6 Update 7サポート

(2015年 10月に認定 )

Oracle Linux Version 6 Update 7サポート (2015年 10月に認定 )

SUSE SLES 11 SP4サポート (2015年 10月に認定 )

Chefサポート ( 2ノードのDataReplication構成で、

IP/FileSystem/Apache/MySQL/PostgreSQLのARKが対象 )

詳細な説明を記載したSPS for Linuxのパラメータ一覧を追加し、 lkchkconfコマンドを

追加

vSphere 6のサポート

reiserfsファイルシステムタイプのサポートを廃止

Oracle Linux Version 7.0/7.1でサポートされるARKは、LifeKeeper for Linux v8.4.1と同
じです (対象ARK：PostgreSQL, MySQL, Oracle, DB2, Apache, Postfix, DMMP, LVM,
NFS, NAS, Samba, MD, EC2, Route53, Openswan)

バグの修正

DataKeeper
DataKeeper for LinuxのRewind機能を廃止 (バージョンアップする場合は、先にRewind
機能を停止してください)

バグの修正

GUI

JRE 8u51のサポート ( JRE 7はサポートされません)

Chromeブラウザのサポートを廃止

バグの修正

バグの修正

下記は、最新のバグの修正および拡張機能のリストです。

バグ 説明

7008 DataKeeperリソースのミラー一時停止時のメッセージを改善しました。

7134 すべてのNFSマウントのアクセシビリティをチェックするロジックを削除しました。

7367 Generic ARK用に /opt/LifeKeeper/lkadm/subsys/gen/app/下に lib/ディレクトリを追加しました。

7368 Generic リソース作成時に拡張子付きのスクリプトを見つけるように改善しました。

7384 xz圧縮されたカーネルモジュールに対応しました。

7398 DataKeeperリソース作成において Btrfs上に bitmapファイルを作成する場合にエラー扱いとなるよう

修正しました。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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バグの修正

バグ 説明

7444 mirror_actionコマンドで force onlineを実施する際、指定したDataKeeperリソースのみ起動するよ

う修正しました。

7470 インストール時にSYSLOGのファシリティ競合を確認するよう修正しました。

7492 SAPDB/MaxDBの監視処理に時間がかかる場合に不要なフェイルオーバが発生しないように修正

しました。

7493 NFS リソースをファイルシステムがフルの状態で起動した場合にエクスポート情報が消える問題を修

正しました。

7495 LifeKeeper製品のファイル及びディレクトリの所有者を rootユーザ・rootグループに統一しました。

7502 ファイルシステムリソースにおける強制アンマウントをより確実に実施できるよう修正しました。

7507 lksupport コマンドで /etc/hostsの全内容を取得するように修正しました。

7508 lksupport取得時に /var/log/messages と journalctlの出力を分けて保存するように修正しました。

7512 mirror_actionコマンドで force onlineを実施する際、指定したDataKeeperリソースのみ起動するよ

う修正しました。

7517 PostgreSQLの起動処理がハングアップした際のログを lifekeeper.logへ出力するように修正しまし

た。

7518 PostgreSQLリソースにおいて無関係なプロセスをKILLする可能性 (非常に稀 )があったため対処

しました。

7523 SAP リソースにおいてリカバリ中に実施された監視処理を正常終了させるように修正しました。

7526 rpmパッケージの所有者に sysユーザ、sysグループの使用を廃止しました。

7527 SAP リソース停止処理がタイムアウトした際に不要なフラグを削除するよう修正しました。

7531 インストール時のファイアウォールの起動判定処理を見直しました。

7537 setupスクリプトを用いてアップグレードを行う場合、systemd環境では LifeKeeperの起動が正しく

行われない問題を修正しました。

7540 LVM Recovery Kit とDataKeeperで競合が発生する問題を修正しました。

7541 LifeKeeper GUIのフォントに対してアンチエイリアスを使用するように修正しました。

7546 EC2リソースがリージョン情報を持たないよう修正しました。

7551 Apacheのconf.dディレクトリを読み込むように修正しました。

7556 旧syslogをサポートから除外しました。

7564 setupスクリプトにOpenJDKのサポートに関わる記載を追加しました。

7565 インスタンスの起動確認プロセスが正しくなかった問題を修正しました。

7571 setupコマンドにおける LifeKeeperの開始と停止のロジックを修正しました。

7581 マルチサイト構成で共有ノードがDR ノードと認識され、正しく拡張できない問題を修正しました。

7585 保護された IPアドレスとして「realip」をマークすることを回避するためのコードを追加しました。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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システム要件

バグ 説明

7593 setupコマンドに必要なライブラリ libncurses5がインストールされていない場合、自動でインストール

するようにしました。

7594 libncurses5を静的リンクから動的リンクに変更しました。

7608 lklogconfigがロギングの識別と設定に失敗するという問題を修正しました。

7611 Route53のロールチェックを複数のゾーンに対してチェックするように修正しました。

7634 RHEL 7.5以降で DataKeeperの非同期警告を追加しました。

7637 OS再起動時に LifeKeeperの起動に失敗することがある問題を修正しました。

7647 Route53に保護したいドメインのサブドメインが登録されている場合、Route53のリソース作成に失

敗する問題を修正しました。

7648 ターゲットの複製されたファイルシステムで SAPコマンドにアクセスしようとすると、SAP リソースの拡張

に失敗する問題を修正しました。

7664 現在、SAPキットに記載されているインスタンスのリストは間違っている可能性があります。

7668 SELinuxがPermissiveModeの状態で LifeKeeperのインストールを試みた場合の警告メッセージを

修正しました。

7677 SIOS SAP HA Connector rpmの名前を変更しました。

システム要件

SPS の製品要件

SPS for Linuxは「Linux Configuration table」 に示す最低要件を満たすすべてのLinuxプラットフォームでサポー

トされます。サポート対象のオペレーティングシステム、アプリケーション、仮想化環境については、SPSサポート

マトリックスを参照してください。

注記 : Linuxサーバ上のSPS とSPS forWindowsは、同時には使用できません。

説明 要件

Linuxオペレーティ

ングシステム

個々のオペレーティングシステム情報については、「Linux Configuration table」 を参照し

てください。

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

説明 要件

仮想環境

仮想マシン内で起動するゲスト OSがLinux Configuration Tableに記載されているサ

ポート対象のバージョンのうちの1つである必要があります。以下の仮想環境は SIOS
Protection Suite for Linuxが展開されている場合の例です。

サポート対象となる仮想化環境の詳細なバージョンについてはサポートマトリックスを参

照ください。

l KVM

l Oracle VM Server for x86

l VMware vSphere v5、v5.1、 v5.5、v6.0、v6.5および v6.7

l Amazon EC2

l Nutanix Acropolis Hypervisor

VMware vSphere v6.5以降 では vSAN構成についてもサポートします。ただし RDMは

vSANで非サポートとなるため利用できません。

設定要件および制限の詳細については、LifeKeeper for Linux in VMware ESX Server
Virtual Machines, Configuration Guidelinesを参照してください。

ファイバーチャンネルSANおよび共有 SCSI クラスタ設定は、KVMおよびOracle VM
Server for x86仮想マシン上で動作するSPS for Linuxをサポートしません。

注記：いくつかのAmazon EC2の設定において、シャットダウンストラテジーを"Do not
Switchover Resources"に設定した場合に問題が起こることがあります。詳細は、トラブ

ルシューティング>既知の問題と制限をご確認ください。

メモリ

SPSをサポートするシステムの最小メモリ要件は 512MBです。これは SPSがサポートす

る Linuxディストリビューションが必要とする最低限の容量です。システムのメモリは SPS
が保護するシステム上で動作するアプリケーションに対してサイジングする必要がありま

す。詳細については、アプリケーション設定を参照してください。

ディスク容量

SPS Package Clusterに必要なディスク容量は次のとおりです。

/opt –約 100000～ 105000 (1024バイト )ディスクブロック (インストールする

キットに依存します)

/ –約 110000( 1024バイト )ディスクブロック

オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

次の表は、オプションのSPS リカバリソフトウェアのソフトウェア要件を示しています。

SPSが保護するアプリケーションに適用される追加の要件や制限については、アプリケーション設定を参照して

ください。
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Page 15



オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

製品 要件

SPS ApacheWeb Server
Recovery Kit

ApacheWeb Server v2.4

SAP Recovery Kit SAP NetWeaver 7.0、Enhancement Package 1,2および3を含む

SAP NetWeaver 7.3、Enhancement Package 1を含む

SAP NetWeaver 7.4
SAP NetWeaver 7.5
SAP NetWeaver AS for ABAP 7.51 innovation package

SPS SAP MaxDB
Recovery Kit

SAP MaxDB v7.6、v7.7、v7.8、v7.9

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS Postfix Recovery
Kit

Postfix ソフトウェアは、それぞれのサーバにサポートされた Linuxディストリビュー

ションをインストールし、設定します。同じバージョンのPostfixが、それぞれのサー

バにインストールされる必要があります。

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS Oracle Recovery Kit Oracle Database Standard Edition v11g R2、v12c R2、v18c (ASMおよび

pluggable database機能除く)

Oracle Database Enterprise Edition v11g R2、v12c、v12c R2 (ASMおよび

pluggable database機能除く)

Oracle Database Standard Edition One (SE1) v11g R2、v12c R2 (ASMおよび

pluggable database機能除く)

Oracle Database Standard Edition 2 (SE2) v12c、v12c R2、v18c、v19c (ASM
およびpluggable database機能除く)

SPS DB2Recovery Kit IBM DB2Universal Database v10.5、v11.1

IBM DB2 Enterprise Server Edition (ESE) v10.5、v11.1

IBM DB2Workgroup Server Edition (WSE) v10.5、v11.1

IBM DB2 Express Edition v10.5、v11.1

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

SPS NFS Server Recovery Kit v5.1以降 (マルチパーティションを持つDB2 EEE
用およびDB2 ESE用のみ)

SPS MySQLRecovery
Kit

MySQLおよびMySQLEnterprise v5.5、v5.6、v5.7、v8.0

MariaDB v5.5およびMariaDB 10.0

SIOS Protection Suite for Linux リリースノート
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

製品 要件

SPS PostgreSQL
Recovery Kit

PostgreSQL v9.3、v9.4、v9.5、v9.6、v10、v11

EnterpriseDB Postgres Plus Advanced Server v9.3、v9.4、v9.5、v9.6、v10.0、
v11.0

EDB Postgres Advanced Server v9.5、v9.6、v10.0、v11.0

FUJITSU Software Symfoware Serverの以下のエディション

Symfoware Server V12.2
l Symfoware Server (Openインタフェース) V12.2 Enterprise Edition

l Symfoware Server (Openインタフェース) V12.2 Standard Edition

Symfoware Server V12.3
l Symfoware Server (Postgres) V12.3 Enterprise Edition

l Symfoware Server (Postgres) V12.3 Standard Edition

l Symfoware Server (Postgres) V12.3 Lite Edition

FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.5の以下のエディション
l FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.5 Advanced Edition

l FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.5 Standard Edition

FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.6の以下のエディション
l FUJITSU Software Enterprise Postgres 9.6 Standard Edition

FUJITSU Software Enterprise Postgres 10の以下のエディション
l FUJITSU Software Enterprise Postgres 10 Advanced Edition

l FUJITSU Software Enterprise Postgres 10 Standard Edition

l FUJITSU Software Enterprise Postgres 10 Community Edition

SPS Sybase ASE
Recovery Kit

Sybase ASE 15.7、16.0

SPS SambaRecovery
Kit

サポート対象のLinuxディストリビューションに付属の標準 sambaファイルサービス

SPS NFS Server
Recovery Kit

Linux kernel version 2.6以降

NFS ServerおよびクライアントパッケージがSLESシステム上にインストールされて

いる必要があります。
RedHat Enterprise Linux 7以降、CentOS 7以降、Oracle Linux 7以降では

NFSv2はサポートされません。
一部の環境では追加の設定を必要とする場合があります。詳細は「特定の設

定上の考慮事項特定の設定上の考慮事項」を参照してください。
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オプションのSPS リカバリソフトウェアの要件

製品 要件

SPS Network Attached
Storage Recovery Kit

NFSサーバまたはNASデバイスv2、v3、v4からマウントされたNFSファイルシス

テムのNFSバージョン

RedHat Enterprise Linux 7以降、CentOS 7以降、Oracle Linux 7以降では

NFSv2はサポートされません。
一部の環境では追加の設定を必要とする場合があります。詳細は「特定の設

定上の考慮事項特定の設定上の考慮事項」を参照してください。

SPS Logical Volume
Manager (LVM) Recovery
Kit

Linux Logical VolumeManager (LVM)バージョン 1または 2のボリュームグループ

および論理ボリューム

SPS Software RAID (md)
Recovery Kit

mdに基づくソフトウェアRAIDデバイス

注記 : MD Recovery Kitは、SIOS DataKeeperと併用することはできません。

EMC PowerPath PowerPath for Linux v5.3またはそれ以降

sg3_utilsパッケージがインストールされている必要があります

DeviceMapper Multipath
(DMMP)

オペレーティングシステム付属のdevice-mapper-multipathパッケージがインストー

ルされている必要があります

sg3_utilsパッケージがインストールされている必要があります

Hitachi Dynamic Link
Manager Software
(HDLM)

日立 HDLMのマルチパス I/O設定を参照してください。

sg3_utilsパッケージがインストールされている必要があります

NEC iStorage Storage
Path Savior (NECSPS)

iStorage StoragePathSavior for Linux v3.3以降

対応するLinux カーネルおよびディストリビューションは StoragePathSavior for
Linuxのサポート情報を参照してください

RedHatおよびSLESでは sg3_utilsパッケージがインストールされている必要が

あります

LifeKeeper v6以降のCore Package Cluster

WebSphereMQリソース WebSphereMQ v7.5
IBMMQ v8.0, v9.0および v9.1

既知の問題と制限 >インストールを参照してください。

Quorum/Witness
Package

quorum/witnessモードのクラスタに参加するすべてのノード (witness専用のノー

ドを含む)には、Quorum/Witness Server Support Package for SPSをインストー

ルする必要があります。
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クライアントのプラットフォームとブラウザ

クライアントのプラットフォームとブラウザ

SPS webクライアントは、Java Runtime環境 JRE 8 update 51をサポートするすべてのプラットフォームで動作し

ます。現在動作が確認されている環境は、JRE 8 update 51を使用した Linux、Windows Server 2008 R2、
Windows Server 2012 R2、Windows Server 2016、Windows 7、Windows8、Windows 10上のFirefox
(Firefox 51まで)、および Internet Explorerです。 その他の最近のプラットフォームやブラウザも、SPS webクライ

アントが動作する可能性がありますが、SIOS Technology Corpでは、それらの環境でのテストをしていません。

また、各ブラウザ固有の機能についても、テストしていません。

クラスタで、クライアントマシンの、hosts ファイルのすべてのホスト名とアドレスを明確にする必要があります(通常

は /etc/hostsまたはC:\windows\system32\drivers\etc\hostsにあります)。それは、クライアントの接続時間を

最小にし、 DNS停止時であっても接続することを可能とします。

インストールおよび構成

インストールおよび構成の詳しい情報については、SIOS Protection Suiteインストレーションガイド を参照してく

ださい。

アップグレード

LifeKeeperは、LifeKeeper Version 9.1.xおよびVersion 9.2.xからVersion 9.3.xにアップグレードすることができ

ます。これらより前のバージョンからアップグレードする場合、それまでのバージョンをアンインストールし、SIOS
Protection Suite for Linuxを再インストールする必要があります。それまでのバージョンをアンインストールしないで

v9.3.xへアップグレードしたい場合には、一度 9.1.xまたは 9.2.xにアップグレードした後、さらに 9.3.xにアップグ

レードする方法をとることもできます。

ストレージとアダプタのオプション

共有ストレージ設定において SPSが現在サポートしているディスクアレイストレージモデルやアダプタ、およびそれ

らの認定の種類の一覧については、ストレージとアダプタのオプショントピックを参照してください。それらのアレイお

よびアダプタのドライババージョンやその他の設定要件の詳細については、ストレージとアダプタの設定トピックに

記載されています。

テクニカルノート

SPS環境に関連した構成および動作上の問題点についてテクニカルノートをお読みになることを強くお勧めし

ます。

pdkshの場所の変更

8.1より前のバージョンのSPSのセットアップスクリプトによってインストールされた pdkshの場所が移動されまし

た。pdkshは以前は /usr/bin/kshに置かれていました。現在は、 /opt/LifeKeeper/bin/kshに置かれています。

SPSのセットアップによってインストールされた pdskhバージョンに依存する顧客の書いたスクリプト (/usr/bin/ksh)
はすべて、新しいパスに反映させるよう修正する必要があります。
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既知の問題

既知の問題

SIOS Protection Suite for Linuxテクニカルドキュメンテーションのトラブルシューティングセクションの既知の問題と

制限と、DataKeeperトラブルシューティングセクションを参照してください。
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